






















（₂₀₁₁）は正しく山岳斜面上の降雨量ピークを図示して
いるにもかかわらず，“The coastal regions of west-
ern India and western Myanmar are the regions of 
greatest monsoon precipitation, with much of the 
rain falling over the ocean upwind of the coastlines
（Hoyos and Webster ₂₀₀₇；Xie et al. ₂₀₀₆）.”と記述
しています．
　過去の数値的研究が依拠していた観測結果は，可
視・赤外データから推定された降雨量分布でした
（Kilonsky and Ramage ₁₉₇₆；Krishnamurti et al. 
₁₉₈₃）．GPCP（Adler et al. ₂₀₀₃；Huffman et al. ₂₀₀₁）
や TRMM ₃B₄₂（Huffman et al. ₂₀₀₇）といった現在
よく使われている降雨量データにおいても，インド西
岸域やミャンマー沿岸域で降雨量ピークが海上にシフ
トしています．風上斜面上の降雨は，背の低い地形性
降水雲によってもたらされるため，可視・赤外データ
では降雨量が過小推定されてしまいます．さらにモン
スーン期，中・上層の雲が強い東風によって西に流さ
れるため，中・上層風の風下，下層風の風上にあたる
海上で降雨量を過大推定してしまい，西ガーツ山脈風
上海上に降雨量ピークを持つ降雨量分布となってしま
います．日周期変動が強ければ，西ガーツ山脈で発生
した降雨システムの伝播によって風上海上に降雨量
ピークをもたらすことも考えられますが，事前の予想
通り，日周期変動は弱いものでした（Shige et al. ₂₀₁₇
の Fig. ₃）．
　里村先生は，Xie et al.（₂₀₀₆）が示していた風上海上
での降雨量ピークに興味を持っておられ，私に
TRMM PRデータは正しいのかと質問されていまし
た．当時，TRMM PRには陸上での過小推定の問題が
あるとお返事したのですが，図示までしておけばよ
かったと思います．里村先生から数値モデルによる再
現をテーマに与えてられていた当時の大学院生に会っ
た際，降雨量ピークは海上ではなく，山脈斜面上だっ
たと伝えると，彼女も修士論文提出間際に，自身で
TRMM PRデータを使って図示してみると，降雨量
ピークが海上ではなく，山脈斜面上にあったが，自分
の間違いだと思って修士論文に載せなかったと語って
くれました．「伝統」を打ち破ることが難しい事をあら
ためて感じさせられました．

5． さいごに
　「…TRMMはこれからは若い人たちの出番である．
この衛星とそれから取れるデータを充分に使って研究

に成果を上げて欲しい．そしてその人たちも何時か，
次の世代へ残す新しい計画を立ち上げ，育てるのにも
力を注いで欲しいと願っている．」（畚野　₁₉₉₈）
　TRMM実現にご尽力された畚野信義先生がTRMM
打ち上げ後に書かれた文章ですが，GPM主衛星（Hou 
et al. ₂₀₁₄）が打ち上がった現在，「TRMM」を「GPM」
に置き換えれば，そのまま通用する文章になります．
当時，「若い人たち」の ₁人として TRMMを使って研
究させていただいた身として，現在は若い人たちが
GPMを使って成果を上げるお手伝いをしているとこ
ろです（Kobayashi et al ₂₀₁₈；Akiyama et al. ₂₀₁₉）．
私自身は「新しい計画を立ち上げる」事には向かない
人間だと考えていますが，他の皆様の足を引っ張らな
い程度に GPM後の計画にも貢献したいと思います．
　すでにお名前を挙げさせていただいた方々だけでな
く，多くの皆様方にお世話になりました．最後に，亡
くなった里村雄彦先生への感謝を記しておきたいと思
います．何よりも自由を大切にされた里村先生に，学
生の頃から，本当に自由にさせていただきました．そ
の里村先生が，唯一，病床で東南アジア域の研究を継
いで欲しいとおっしゃいました．里村先生がご期待な
さっていた形とは大きく異なるかと思いますが，私な
りにその御遺志をつげればと思います．
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